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実践の場の特徴 

我々は 2015 年に山梨県で初めて多言語による高校進学のためのガイダンス（以下ガイダンス）

を開催した。これまでに 4 回実施し、1 回目の参加者は 25 人、2 回目は 30 人、3 回目は 24 人、4

回目は 34 人であった。平成 28 年度の文部科学省の調査によると、山梨県の日本語指導の必要な

児童生徒は 341 人で、うち日本語指導の必要な高校生は 7 人である。しかし、この結果は実態を

反映したものなのであろうか。 

目標 

 ガイダンスの継続が目標である。ある保護者は、「自分の子どもも、高校生に行けるってこと

を一番わかりました」と喜んで帰っていった。外国人保護者の中には高校進学について知りたい

と思っても、母語で十分に情報を得られない状況がある。そのため母語を介するガイダンスの開

催と継続は重要である。 

実践の内容とその過程 

本実践ではガイダンス終了直後の振り返りを重視した。参加者は講師、通訳、高校生、行政、

開催者の計 12 名で、それぞれの立場から反省点や改善案等を出し合った。 

結果と考察 

振り返りでは、全体説明会のあり方、高校ブース作りの工夫、通訳の入り方、学校現場への周

知方法等に関する課題が挙がった。例えば高校ブースにおいては、母語で話せるブースに集中す

る保護者の姿がみられた。これは、母語で情報を得たいという保護者の意向の現れと考えられる。

そこで次回、高校ブースに関しては開設する高校の選択と対応言語の充実を図る必要がある。 

 今回のガイダンスでは、終了直後に振り返りを行い、様々な立場から様々な観点で意見を述べ

る場を設けた。これは本ガイダンスが目指す開発型プロジェクトとしての試みである。ガイダン

スを意義ある形で継続していくために、終了直後に関係者と意見を交わし、次の開催における課

題を探っていくことが重要であると考える。  
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